
 

 

 

 

 

ＩＣＴ活用ポイント

・教員の朝ごはんを電子黒板に写し、生徒の興味関心を高める。
・クイズの効果音を用いて、楽しく学習することができる。
・特性、障がいに合わせた視覚支援ができる。

活用アプリ、機器等

・効果音（アプリ）
・電子黒板付きプロジェクター

ICT活用事例 学部 高等部 学年 1 クラス １・２・３・４

科目名 家庭

単元名 先生の朝ごはんなあに？

活用場面
（写真）

生徒の反応、指導者
の感想など

「えー、だれ先生の朝ごはんやろ？」
沸き立つ教室、生徒の視線はホワイトボードに集中。
「はい、はい。（当てて）」
「〇〇先生かな？」「×（ブーの効果音）」
「じゃあ、××先生？」「〇（ピンポンの効果音）」
「やったーあ！！」「えー、そうなん！？」

子どもは先生のことを知りたい。
「ちょっと今日は朝眠かったの」先生の簡単な朝ごはんを知るとホッとする。

一体感のある授業に、障がい種別も特性もない。その素敵なツールがICTだと思う。

１０年ぶりに担当した生徒が私の朝ごはんを当てた。「どうして分かったの？」と問うと、「だっ
て、○○先生コーヒー好きだからです。」と答えた。教室が「おー」とどよめいた。１０年前の会
話を覚えていてくれたのだ。この写真がなければ知ることはなかった。



 

 

活用場面
（写真）

生徒の反応、指導者
の感想など

・楽しみながら復習ができ、理解が深まった。
・発言が苦手な生徒も参加しやすくなった。
・学習意欲の向上が見られた。

ＩＣＴ活用ポイント

①クイズ出題にICTを活用
　PowerPointやGoogleスライドで問題を提示し、視覚的に理解しやすくした。
②即時フィードバック
　正解・不正解を即時に表示することで、理解の確認と学習意欲の向上につな
げた。
③興味・関心の向上
　画像・動画を取り入れることで、理科への興味を高めた。
④協働的な学び
　グループで話し合って答えを考える場面を設定し、ICTを通して意見交流を
活性化した。

活用アプリ、機器等

・効果音（アプリ）
・電子黒板付きプロジェクター

ICT活用事例 学部 高等部 学年 2 クラス １・２・３・４

科目名 生活単元学習

単元名 理科クイズ大会



 

・画面に大きく実際の写真や動画を映し出すと、生徒たちが顔を上げ、前を向き集中
することができた。
・ホワイトボードに直接書き、画像と重ねることにより理解を深めることができる。
・プリントだと全体の流れに沿えない生徒とその他の生徒で差が出やすくなるが、大
画面に映すと全体的に集中しやすく進み方に差が出にくい。

ICT活用事例 高等部 3 １・２・３

活用場面
（写真）

生徒の反応
（感想、意見、効果

など）

生活単元学習

修学旅行事前学習単元名

活用アプリ、機器等

ＩＣＴ活用ポイント

学部 クラス学年

科目名

・iPad
・電子黒板付きプロジェクター

・学習資料を電子黒板に写すことで生徒たちの興味関心をひく。
・画像に重ねてホワイトボードに直接書くことができる。
・資料を作成したり、板書する時間が短縮される。


